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国
見
町
に
は
、
高
校
も
大
学

も
あ
り
ま
せ
ん
。
中
学
校
を
卒

業
す
る
と
、
若
者
は
町
外
の
高

校
・
大
学
に
進
学
し
、
自
身
の

国
見
ホ
イ
ス
コ
ー
レ

〝
人
生
の
学
校
〟
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

北
欧
独
自
の
教
育
ス
タ
イ
ル
「
フ
ォ
ル
ケ
ホ
イ
ス
コ
ー
レ
」
を
モ
デ

ル
に
、
新
た
な
〝
学
び
の
場
〟
づ
く
り
に
取
り
組
む
国
見
町
。

7
月
14
日
か
ら
24
日
ま
で
の
11
日
間
に
わ
た
り
、
県
内
初
の
試
み
と

な
る
「
短
期
ホ
イ
ス
コ
ー
レ
」
が
、
貝
田
地
区
で
開
か
れ
ま
し
た
。

～
海
外
学
生
と
国
内
学
生
た
ち
が

国
見
町
の〝
未
来
〟を
考
え
る
11
日
間
～

貝
田
地
区
の
「
資
源
」
を
探
る

　

学
生
は
3
つ
の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

と
地
区
の
み
な
さ
ん
と
の
「
対

話
」
を
重
ね
な
が
ら
、
地
区
に

眠
る
「
資
源
」
を
掘
り
起
こ
し

て
い
き
ま
し
た
。
今
回
の
「
短

期
ホ
イ
ス
コ
ー
レ
」
で
は
、
海

外
学
生
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
課
題
を
解
消
す
る
た

め
、
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
株
式
会
社
の
協

力
に
よ
り
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

や
翻
訳
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
な

が
ら
、
学
生
と
地
区
の
み
な
さ

ん
に
よ
る
活
発
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
海
外
学
生
5
人
は
、

旧
貝
田
宿
の
面
影
を
残
す
「
佐

野
屋
」
さ
ん
の
養
蚕
住
宅
で
3

日
間
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
体

験
。
実
際
に
貝
田
地
区
で
の
暮

ら
し
を
体
感
す
る
こ
と
で
、
地

区
の
み
な
さ
ん
と
思
い
を
共
有

し
な
が
ら
、
ア
イ
デ
ィ
ア
を
具

現
化
し
て
い
き
ま
し
た
。

貝
田
地
区
の
〝
未
来
〟
を
描
く

　

学
生
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
〝
未

来
〟
を
報
告
、
共
有
し
、
地
区

の
み
な
さ
ん
と
意
見
交
換
す
る

場
と
し
て
、「
貝
田
地
区
の
未

来
を
考
え
る
」
合
同
作
業
会
が

7
月
22
日
、
貝
田
公
民
館
で
行

わ
れ
、
貝
田
地
区
の
多
く
の
み

な
さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

各
グ
ル
ー
プ
は
、「
大
沼
公

園
」、「
レ
ン
ガ
橋
」、「
奥
州
街

道
」
を
テ
ー
マ
に
、
そ
れ
ら
の

「
資
源
」
の
活
用
法
を
検
討
。

地
区
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
意
見

を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
地
区
の

デ
ザ
イ
ン
を
練
り
上
げ
ま
し

た
。
成
果
発
表
会
で
は
、
学
生

が
繰
り
出
す
ユ
ニ
ー
ク
で
魅
力

的
な
提
案
に
、
地
区
の
み
な
さ

ん
は
真
剣
に
聞
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。

　

11
日
間
に
わ
た
っ
て
開
か
れ

た
「
短
期
ホ
イ
ス
コ
ー
レ
」。

世
代
や
国
籍
を
超
え
た
交
流

は
、
学
生
と
地
区
の
み
な
さ
ん

の
協
働
に
よ
っ
て
多
様
な
視

点
・
価
値
観
が
融
合
し
、
そ
れ

ぞ
れ
が
魅
力
的
な
〝
未
来
〟
を

描
き
上
げ
ま
し
た
。
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価
値
観
の
異
な
る
さ
ま
ざ
ま

な
立
場
の
人
が
集
い
、「
対
話
」

を
通
し
て
共
有
し
、
理
解
を
深

め
る
こ
と
で
、
既
存
の
価
値
観

に
と
ら
わ
れ
な
い
新
た
な
気
付

き
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

自
分
を
深
く
知
り
、
人
生
を
豊

か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
〝
学

び
の
場
〟
が
、「
国
見
ホ
イ
ス

コ
ー
レ
」
な
の
で
す
。

　

町
は
、
今
後
も
継
続
的
に

「
短
期
ホ
イ
ス
コ
ー
レ
」
に
取

り
組
み
、
国
見
独
自
の
「
ホ

イ
ス
コ
ー
レ
」
を
作
り
上
げ

て
い
き
ま
す
。

「佐野屋」さんでのホームステイ

貝田地区のみなさんの厚意により秋
葉神社境内で開かれた歓迎会。学生
と地区のみなさんによる心温まる交
流が行われました

〝
人
生
の
学
校
〟づ
く
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
国
見
ホ
イ
ス
コ
ー
レ
」

　
「
フ
ォ
ル
ケ
ホ
イ
ス
コ
ー
レ
」

と
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
発
祥
の
全

寮
制
の
成
人
教
育
機
関
。
試
験

や
成
績
評
価
は
な
く
、「
自
分

が
興
味
あ
る
こ
と
を
探
し
た
い

人
」
や
「
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
た
い
人
」
が
、
仲
間

た
ち
と
共
同
生
活
を
送
り
、
自

由
な
対
話
を
通
じ
て
自
分
を
見

つ
め
直
す
〝
人
生
の
学
校
〟
で

す
。

将
来
と
向
き
合
う
大
切
な
青
春

時
代
の
多
く
を
町
外
で
過
ご
し

ま
す
。
そ
う
し
た
現
状
に
、
若

者
同
士
や
地
域
と
の
つ
な
が
り

は
希
薄
化
し
、
町
へ
の
愛
着
が

失
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
町
は
、
地
域
資
源
を

活
か
し
な
が
ら
、
若
者
を
は
じ

め
と
す
る
多
世
代
が
集
い
、
地

域
と
の
交
流
を
通
じ
て
〝
本
当

に
学
び
た
い
こ
と
を
学
べ
る

場
〟
を
創
出
す
る
た
め
、「
フ
ォ

ル
ケ
ホ
イ
ス
コ
ー
レ
」
を
モ
デ

ル
と
し
た
〝
人
生
の
学
校
〟
づ

く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
そ
れ
が
「
国
見

ホ
イ
ス
コ
ー
レ
」
で
す
。

　
「
国
見
ホ
イ
ス
コ
ー
レ
」
で

は
、「
国
見
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学

習
」、「
国
見
カ
ス
タ
ム
ラ
ボ
」、

そ
し
て「
短
期
ホ
イ
ス
コ
ー
レ
」

の
3
つ
の
取
り
組
み
を
柱
に
、

新
た
な
「
学
び
の
場
」
を
提
供

し
て
い
き
ま
す
。

国見カス
タ

ム
ラ

ボ
  　

  国

見プロジェクト学習
　

   短
期

ホ
イ

ス

コーレ

国見
ホイスコーレ

貝
田
地
区
の〝
未
来
〟を
考
え
る

11
日
間
の「
短
期
ホ
イ
ス
コ
ー
レ
」

　　
「
国
見
ホ
イ
ス
コ
ー
レ
」
の

取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
7

月
14
日
か
ら
24
日
ま
で
の
11
日

間
に
わ
た
り
、
貝
田
地
区
を
舞

台
と
し
た
「
短
期
ホ
イ
ス
コ
ー

レ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
短
期
ホ
イ
ス
コ
ー
レ
」
は
、

第
一
線
で
活
躍
す
る
建
築
家

の
み
な
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、

「
フ
ォ
ル
ケ
ホ
イ
ス
コ
ー
レ
」

の
〝
本
場
〟
で
あ
る
デ
ン
マ
ー

ク
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
か
ら
建
築

学
を
学
ぶ
大
学
生
5
人
と
、
日

本
全
国
か
ら
大
学
生
6
人
が
参

加
。「
貝
田
地
区
の
未
来
を
考

え
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
地
区
の

み
な
さ
ん
の
協
力
の
も
と
、
学

生
が
貝
田
地
区
の
〝
未
来
〟
の

デ
ザ
イ
ン
に
挑
み
ま
し
た
。

▶
白
熱
し
た
議
論
で
盛
り
上
が
る
学
生
と
地
区
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
合
同
作
業
会

12活発な意見交換を行う学生と地
区のみなさん　3フィールドワーク
で地区の資源を探る学生　4海外学
生のノートには見聞きした地区の情
報がびっしり
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（
フ
ォ
ル
ケ
）ホ
イ
ス
コ
ー
レ
と
は
？
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